
回復期リハビリ病棟の在宅復帰率23指標

各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈

分　子 退院先が在宅の患者数 診療報酬上の在宅復帰率に準ずる

分　母 回復期リハビリ病棟の退院患者数

・急性期医療を終了し、在宅復帰を目指す回復期リハビリ病棟の役割を示す指標であるとともに、回復期リハビリ病棟の診療報酬制度上の施設基準として一定の割合を保つことが
規定されています。

  指標の意義

  指標の計算式、分母・分子の解釈 ・収集期間：１ヶ月毎　・調整方法：回復期リハビリ病棟を持たない病院は対象外

  考察

Outcome

【2012年　年間数値報告】
最小値67.02％　25％値75.02％　中央値79.31％　75％値84.57％　最大値92.65％
回答病院　47病院
【考察・分析】
　在宅復帰率は、2012年1月より集計を始めた指標です。
　回復期リハビリ病棟を持つ場合は、診療報酬の施設基準にて、入院料1を算定している
場合は、在宅復帰率7割以上、入院料2を算定している場合は、6割以上が施設基準の要
件となります。
　2012年回復期リハ病棟を持つ47病院よりデータ報告があり、すべての病院が60％以上

をクリアしています。46病院が70％をクリアしています。また80％以上が21病院、90％
以上の病院が4病院ありました。
　急性期治療を終えた患者を在宅へ復帰させると言う、回復期リハビリ病棟の役割を高め
ていけるよう、今後もスタッフの取り組みが重要となります。
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指標 23　回復期リハビリ病棟の在宅復帰率　 Outcome
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